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)
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郎
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茶
田
山
楊
家
低
地
厨
之
考
漆
(梯
好
威

挙
非
晶
'
群
汲
清
流

森
)

熟
村
朝
陽
煤
北
11=::;興
隙
淋
及
楊
樹
沖

丁
稚
地
質
軸
管

(光
政

路

骨

威

鞘
政
柄

挙
林
見
)

両
班

地
質
施

行

報
せ

(
朱
森

李
林
農

楊
曾
威

部
汲
清
)

抽
順
媒
頻
増
光
迎
略
(成
子
烈
)

O
T
h
e

P
re
ssu
re

o
f
P
o
p
u
la
lio
n

in

l
a
p
a
n

(
J
o
h
n

i
.

O
r
c
h
a
rd
)

G
e
o
g
r
.
R
e
v
ie
w

X

V
H
叫1
.
3
1
1
u
ly
.
1
9
2
8
.

0
地

班蝉評
紡
解

四

谷
九
離

九
月

i粥
邦
t1
於
け
_tQ
蘇
候
分
封
'1
就
み
,て
(耐
非
a
J
]
郎
)

筋
阿
班

TLIO
八

六
八

支
那
の
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済
地
硯
(佐
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達
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郎
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の
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解
弛
批
単
的
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)
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○
湘
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車
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飾
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十
凹
魯
九
助

九
月

日
本
産
石
淡
の
締
出
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就
て
(
俳
井

コ
ノ
)

信
地
中
部
節
三
組
米
よ
り
節
凹
細
末
に
亙
る
地
殻
巡
動

(本
間
不
二

男
)

○
施
鬼
偽

搬
博
物
靭
葱

鮪
三
的

八
月

鵬
鬼
偽
膜
教
育
謝
査
骨

ト
カ
ラ
',
ブ
と
エ
ラ
ブ
ウ
ナ
ギ
(永
井
曲
彦
)

(葬
大

草

墳

鳥
､
小
資
格
の
地
形
､
地
質
及
び
生
物
-

附
銀

7

琉
茸
応
の
地
形
に
つ
き
て
)

○
昭
和
三
年
特
別
大
演
習
地
方
阿
(十
祐
介
ノ
こ

三
色
刷

へ虫
に
盛
佃

孤
繰
尻
問
の
北
上
川
田
方
地
域
)
九
月

陸
地
郷
鹿
部

二
〇
戯

○
昭

和
三
年
特
別
大
紋
習
地
問
(
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解
分
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二
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紫

へ
麻
域
前
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の
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方
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虫
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五
戯

雑

報

ー
t■
i
■l一

●…

●lll●
■l一●●ll●1

0
北

宋

及

直
蹄

省

の
改
構

支
部

の
争
乱
曲
づ

1
段
浴

つ
き
図

民雄
の
北
京
入
城
に
よ
っ
て
金
支
那
統

T
の
緒
に
就
与
其
の

7
辞
せ
し

て
'
7.(
月
廿
日
固
持
式
中
火
政
治
骨
鶴
で
北
家
私
北
平
に
'
碇
激
省
み

河
北
省
に
改
め
､
天
紳
海
将
別
田
と

な
す
串
払
拭
的
L
iio

此
串
の
改
翁
は
歴
史
的
に
舶
係
わ
る
も
の
で
河
nITT
の
名
が
歴
史
'1
衣

ほ
れ
た
の
は
､
泣
-
店
時
代
'1
遡
る
｡
親
此
方
典
紀
賓
に
田
-
O
債
分

十
泣
此
府
柑
河
北
路
､
天
啓
ハ以
筏
混
雑
純
株
｣鰐
･塚
山婿
｡
(巾
略
)柴
山仰
l▲鍔
河



北
路
､
後
叉
分
河
北
給
水
所
路
｡
滋
伐
雄
湘
山
路
柑
宋
以
七
金
利
亦
分

村
北
伐
瀬
田
路
､
焼
玉
菟
允
都
干
燕
､
国
政
位
坤
都
埠
路
党
甘
初
躍
如

末
端
:5/di元
凶
坤
尤
榔
干
此
改
大
都
紀
中
巻
省
絞
出
北
田
及
河
北
地
｡
明

眺
武
九
取
舵
北
平
等
廃
水
宜
布
放
任
司
O
永
野

冗
中
軸
北

7'R
十
八
年

始

先
都
潟
改
布
政
司
姑
拡
散
正
統
大
坪
克
悠
涼
伽
統
肺
八
州
二
倒
州
十
七

淋

一
首
十
六
.
と
あ
る
｡
北
ハ後
榊
朝
は
旧
軍
uL,
年
世
禦

申
出
辞
北
山Ii
.1
耕

し
て
砿
蝕
と
L
民
脚
以
水
引
約
4
,今
日
迄
殻
名
L
i1
が
都
な

同
文
に
.BB

し
た
の
で
'
拭
隷
(紙
数
と
は
都
に
隷
屈
す
る
の
親
)
と
い
ふ
文
字
は
不

各
班
で
あ
る
か
ら
元
の
河
北
省
に
改
野
迅
用
し
た
邸
は
明
で
あ
る
｡
次

に
北
山点
在
北
平
と
し
た
邸
に
つ
い
て
富
へ

ば之
も
や
は
り
雁
虹
的
の
地

名
に
抑
つ
た
の
で
西
淡
仲
代
に
は
=
の
汲
み
中
山
脚
北
平
鯨
と
科
し
'

東
経
:*
仲
代
に
は
粥
州
中
山
図
北
中
隊
と
云
ひ
北
総
に
は
尤
州
北
中
郡

北
中
隊
宋
時
代
に
は
河
北
蛸
路
中
山
肺
北
卒
肺
と
い
ふ
文
中
で
束
は
さ

れ
､
明
の
峠
に
今
の
北
米
の
地
か
北
.*
僻
と
改
め
た
(
そ
れ
以
前
は
い
ろ

ん
な
銘
桁
で
呼

ば
れ
LrJ
ゐ
た
)
寵
此
方
爪
'̂紀
'撃
g
大
府
の
欄
か
見
る
に

明
和
_TT,北
平
呼
水
弊
制
祉
北
流
七
舛
敗
北
平
絹
帖
.<
仰
今
伽
州
,hJ
舷
二

十
二
と
あ
る
｡
押
し
て
摘
ま
'1こ
対
し
て
些

兄
と
L
Li
も
の
で
あ
る
か
ら

今
皮
榔
hi
南
京

に
建
て
仝
支
那
の
中
央
改
称
と
す
る
上
に
元
の
中
央
政

府
桝
水
地
裁
た
る
埜

=i
の
銘
み
除
き
宙
の
北
平
に
仰
ら
し
め
左

血
塊
が

桝
TI
J,.よ
る
｡
(怒
川
)
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漬

州

島

の
煙

塵

燥
鹿
ほ
挙
胡
仲
代
の
出
物
で
あ
る
｡

折

州

抱

には
川
畑
71
非
砧
に
糾
し
た
小
丘
の
'湖
上
に
は
､
此
蜂
基
の
追
跡

が
あ

り
音
盤
似
統
Eli
よ
れ
ば
今
よ
り
甘
中
尉
造
粒
火
私
埋

け

て
ゐ
た
と
の
こ

雑

報

と
で
あ
る
｡
不
払
に
は
約
六
十
故
ヶ
所
の
慰
地
に
蛾
凍
み
班
け
之
か
紅

煉
(
二
十
五
)
と
閉
燥
ハ
三
十
八
)
に
分
け
て
夫
々
防
負
わ
聡
さ
五
日
私
･以

っ
て
軸
希
と
L
O
延
入
鹿
は
班
に
多
数
で
あ
っ
た
｡勿
論
燦
健
は
最
も
幼

稚
渇
仰
の
制
度
で
あ
り
t
か
1
ろ
過
僻
の
孤
島
で
は
瀞
に
外
政
の
寝
入

に
僻

へ
る
必
.'*
が
あ
っ
た
｡
外
政
と
云
(
ば
日
本
､
支
那
爾
邦
よ
り
の
.

偽
者
奪
掠
も
あ
り
'
朝
鮮
本
土
よ
り
の
晦
俄
の
鎚
氷
も
め
っ
た
｡
本
土

の
方
も
'Ri･胡
時
代
に
は
熔
伊
は
七
甘
租
あ
っ
た
ら
し
い
｡
口
本
番
紀
に

も
大
知
'大
畠
の
御
字
'
封
梅
､
讃
岐
'
筑
紫
図
に
防
と
粒
と
旺
-
と
あ

る
は
跡
は
水
城
で
株
は
即
ち
粒
煤
の
砧
で
あ
る
O
光
速

解
は
☆
-
支
那

に
あ
り
音
番
に
-
散
見
さ
れ
支
那
よ
り
称
士
か
経
て
'
我
邦
に
-
停
氷

し
た
も
の
ら
し
い
o
燦
は
邦
評
で
の
ろ
し
､
又
は
と
ぷ
ひ
と
-
忠
/C
磨

く

蛾
術
串
の
舟
糊
LL
も
臆
川
ruれ
た
0
焼
膝
は
焼
成
､
蜂
析
'
蜂
偽

煉
幣
､
狼
蜂
'
狼
火
､
狼
蛸
と
も
云
ひ
血
記
洪
啓
に
も
川
ひ
ら
れ
て
ゐ

る
｡
済
州
抱
-
此
制
鑑
み
あ
ま
り
沌
大
潤
し
過
ぎ
朋
子
は
防
風
-
な
ろ

各
条
智
と
L
た
る
頒
腹
掛
の
遅
滞
私
耗
し
北
ハ他
細
工
某
の
染
地
な
班
げ

L
舛
謀
は
貧
に
絶
大
の
-
り
と
云
ふ
.I(
-
艦
血
上
捌
昧
多
き
=
と
ゝ
恩

ふ
｡
硯
水
本
侍
に
於
て
ほ
朋
子
は
従
食
す
る
沓
多
-
女
子
は
之
に
反
し

海
女
と
し
て
溢
-
川
稼
L
t
見
放
米
に
従
離
し
ょ
-
鋤
-
よ
り
有
れ
ば

仰
此
感
み
拭
-
す
る
-

の
で
あ
る
｡
(脚
口
)
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岡
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仲
山
町
の

関
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苫
刑
部
郷
舟
河

本
(
ri-
宅
卜
)の
捕
岡

川
谷
(
フ
コ
ー
ダ
ニ
)
の
解
三
総
合
棟
砂
場
か
ら
火
人
の
番
犬
で
且
の
厚

い
ア
ン
プ
-
ナ

(A
n
p
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の
泊
る
=
と
は
瞥
て
桐
山
牌
樺
山
町
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呆
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地

域

節
十
魯

放
け
る
地

球
鞍
関
節

7
回
臨
地
軒
先
食
記
邸
申

(地
球
解
六
合
第
六
淡

四
三
〇
耳
)
に
態

い
た
｡
=
の
化
石
が
坪
山
節
三
組
潜
り

7
梯
準
暦
聖
が

す
に
児
る
も
の
で
み
る
と
北
ハの
常
時
考

(
た
の
で
あ
つ
た
が
'
既
知
の

産
地
は
･1
;辿
の
耐
岡
川
谷
の

T
つ
し
か
な
か
っ
た
O
昨
昭
撃

.dF
五
月

因
仲
南
粗
の
繊
道
工
串
中
に
紳
山
町
の
北
米
約
三
=j
fの
甘
山
郡
紳
感
材

(
ヵ
ソ
バ
<
[こ

綾
部
の
光
柳
谷
か
ら
同
じ
ア
ン
プ
-
ナ
が
山
た
こ
と
み

沖
山
在

任
大
阪
晦
日
新
開
祉
渦
信
伊
の
囲
故
郷
郎
岩
か
ら
鵡
倍
さ
れ
且

つ
其
の
楯
晶
袖
脚
ら
れ
た
｡
鬼
に
於
て
湘
讐

二
盟
牛
私
陥
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
同
仁
物
が
川
て
愈
々
筋
三
紀
府
政
下
部
の
楼
畔
.1
な
る
撫
盟
私
搾

め
iiQ
其
の
後
京
都
帝
粗
大
邸
地
封
畢
教
室
の
竹
山
俺
経
常
が
河
本
の

北

7
駅
供
の
小
関
村
毅
谷
の
雷
非
川
に
妃
-
古
生
暦
に
接
し
た
餅
三
松

叔
下
府
か
ら
ア
ン
プ
-
ナ
の
座
す
る
二
･･U
か
秘
め
た
｡
今
坤
に
な
っ
て

岡
山
市
の
浦
ii鏡

術
評
の
池
倍
に
･･<
る
と
粋
山
町
北
端
の
安
科
女
撰
校

の
故
地
か
ら
ア
〆
プ
-
ナ
が
二
佃
出
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
｡
以
上
其

の
産
地
は
凹
解
析

と
な
り
何
れ
も
甘
生
暦
に
捺
し
た
節
三
船
府
中
か
ら

.
出
て
居
り
殊
に
沖
山
町
私
除
い
た
他
の
三
倍
折
は
地
形
上
の
盆
地
み
な

す
所
謂
緋
山
盆
地
の
地
線
に
準

っ
た
鹿
で
あ
る
｡
神
山
凹
紀
の
節
三
紀

厨
は
潜
し
い
理
解
な
し
て
古
い
島
供
の
間
に
沈
梯
し
た
も
の
で
古
い
北

原
に
趣
L
L
i
第
三
紀
層
の
部
分
が
必
ず
L
JJ
餌
三
和
暦
の
墳
下
部
で
あ

る
と
い
ふ
=
と
は
出
衆
な
い
が
'
佃
の
含
化
石
厭
に
封
す
る
層
位
的
鯛

係
か
ら
ア
ノ
ブ
-
ナ
層
は
少
-
と
-
沖
山
川
妃
で
は
解
三
紀
叔
下
部
暦

で
み
る
と
い
か
仲
る
｡
囚
l1
云
ふ
'
響
て
述
べ
た
耗
ド
ア
ノ
ブ
-
ナ
暦

か
ら
ほ
他
の
円
ハ他
石
か
-
産
す
る
｡
(
ナ
カ
ム
ヲ
)

笹
凹
蚊
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〇

七

〇

〇
南
洋
パ
ル
マ
ス
島
和
蘭
領
は
確
定
す
.

脚
儲
セ
レ
･ぺ
ス

烏
盈
非
印
翁
即
応
坤
の
､､[
ソ
ダ
ナ

オ
偽
り
中
間
に
倣
す

る
'
パ
ルマ
ス

(p
a
h

]S)
島
の
伊
協
に
捌

し
て
は

7
八
九
九
年
以
氷
解
蘭
爾
幽
閉
.LL

紛
議
み
醜
し
経
.1

1
九
二
六
坤
嗣
財
閥
の
金
治
成
立
し
梅
牙
常
設
仲
裁

飛
州
仰
の
解
繊
秘
史
-
る
=
と
と
な
り
た
る
虚
､
本
年
四
月
四
日
相
和

以
て
同
裁
判
所
哨
四
則
離

マ
グ
ス
･
7
-
ベ
ル
は
弦
島
L.&
脚

図
解
土
に

屈
す
る
-
の
な
る
乱
の
裁
先
払
如
(
た
g
'(
ル

ヤ
ス
偽
は

r
名
.､､
ア
ン

が
ス
(M
ian
g
a
s)
籍
と
糾
し
'
関
細
東
和
庇
の

叔

北
端
に
あ
り
て
､
沸

領

･,,
ノ

ダ
ナ
オ
鹿
ダ
パ
オ
滞
み
南
'1

駆
る
近
々
十
二
組

にし
て
任
民
は

約
六

官

凹
十
人

'
其
の
内
約
有
人
は
･､､
ソ
ダ
ナ
オ
土
人
な
る
が
何
れ
も

蘭
餌
ぞ
7
ウ
チ
箆
の
方
言
を
使
用
し
て
屠

る
O
(
水
路
嬰
軸
に
繰
る
)

0

苗
圃

の

石

油

井

欧
洲
大
域
の
塊
年

に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
英
国

内
に
抽
出
TS
敬
見
す
る
こ
と
に
跡
め
た
が
不
串
に
し
て
成
功
私
見
な
か

っ
た
｡
唯
英
の
常
時
試
湖
さ
れ
た
十

丁
個
の
慰
非
や
デ
ル
ビ
シ
ャ
イ
ア

の
ハ
ー
ド
ス
ト
フ
ト
(H
a
rd
s
ro
ft)
及
び
エ
デ
ン
バ
ラ
に
近

い
ダ

ー
｡
シ

ー

ウ
エ
ル
(th
e
D
a
rcy･
W
e
ll)

に
於
け
る
二
つ
だ
け
は
技
術

上
有

望

な
触
求
み
見
た
爾

衆
見
る
べ
さ
の
数
藷
な
ぜ
ぬ
銘
め
英
図
に
於
げ
ろ
石

油
喋
取
の
興
味
が
準
b
い
で
､

7
九

一
九
年
五
月
二
十
七
日
に
出
水
止

っ
て
其
の
錐
引
続
い
て
僅
か
で
は
あ
る
が
産
鶴
払
挙
げ
て
ゐ
る
ハ
ー
ド

ス
ト
フ
ト
第

7
就
非
の
め
る
,
Jと
は

T
般
Li
雄
蕊
さ
れ
な

い
O

,/の
油

井
は
磐
井
以
氷
昨
年
末
ま
で
に
二
千
五
首
噸
即
ち
約

1
万
七
千
五
官
バ

レ
ル
の
山
油
が
あ
っ
た
o

1
H
平
均
に
す
れ
ば
六
バ
レ
ル
弱
で
あ
る
此

の
右
脚
は
良
紫
で
多
-
の
断
で
叔
良
の
ペ
ソ
シ
ル
が
ア
lJ
ア
原
油
に
曝



し
い
O
比
端
は
〇
･
八
二
三
で

ハ
･･h
ク

フ
ォ
ー
ド
の
分
析
に
掘
る
-
有

的
,S
柵
製
す
る
と
か
ソ
-
シ
七
%
五
､

位

的
三
九
%
ハ
瓦
斯
柑
孜
油
二

〇
%
､
機
械
油
三
〇
%
五
'

硫
耽
〇
%
二
六
及
び
石
岨
三
%
と
な
る
｡

色
は
僻
柏
色
で
敗
の
戟
光
あ
り
'
救
国
淋
難
攻
等
皮
､
雅
代
甘
皮
に
放

け
る
粘
性
レ
･rh
ド
ウ
ッ
ド
凹
八
秒
で
あ
る
｡

',
-
ド
ス
ト
フ
ト
肌
は
ペ

ン
シ
ル
ケ
ア
ニ
ア
脚
的
-J
同
じ
-
槻
械
湘
分

に
富
ん
で
ゐ
る
か
ら
湖
掃

滅

幽

川

に
油
す
る
'
=
の
納
非
は
ぺ
:h
ニ
ソ
系
の
副
背
斜
の
上
'1
枚
す

る
･
即
ち
北
田
-
爾
来
Li
起
る
摺
り山
上
の
同

部
的
轄
篠
部
に
あ

る.
盟

非
は
･王
朝
ポ
淡
祉
石
斑
岩
の
叔
上
部
私
成
す
砂
質
石
次
･:..S
中
空

二
千

七

十
択
穿
っ
た
-
の
で
'
納
経
の
梢
椛
七
位
聡
ほ
椛
兜
L
tJ
ゐ
な
い
｡

ハ

ー
ド
ス
ト

フ
ト
の
石
油
暮二
関
す
る
興
味
ほ
ウ
エ
ー
ド
悼
ii
が
な
撃

あ

井
戸
及
び
其
後
掘
ら
れ
た
他
の
二
つ
の
肋
非
に
就
て
本
年
四
旦

二
日
に

石
油
工
堪
蒋
協
骨
で
硯
ん
だ
論
文
Li
糠
つ
て
喚
び
兜
よ
さ
れ
た
?
油
井

は
デ
肘
ソ
シ
ャ
イ
ア
公
の
所
有
で
あ
る
｡

ハ
ー
ド
ス
ト
フ
ト
節
二

雛
の

抑
盤
は
7
九

二
四
年
五
月
十
六
日
に
開
始
さ
れ
た
'
其
の
低
位
は

!
淡

非
の
田
方
約
六
甘
沢
に
あ
っ
て
三
千
甘
二
十
五
即
急
で
池
ん
だ
が
七
官

六
十
沢
で
良
4
'山
油
の
似
燐
と
千
六
甘
二
十
.=TIJ
.
l
の
虎
で
銘
嘩

二
甘
七
十

ポ
ン
ド
の
瓦
斯
が
二
流
立
方
吹
出
LI
Liニ
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
こ
の
非
戸
に

港

に
水
に
準
b
れ
㌔

水
火.･31

7
亭

八
甘
尺
の
伐
さ
に
及
び
'
汲
み
上

げ
ろ
こ
と
が
出
水
す
､

7
九
二
五
空

二
月
二
十
四
日
に
放
寵
rJれ
た
｡

野

蒜

非
に
節

義

非
の
北
空

ハ
官
沢
の
地
準
1
速
ま
れ

∵
九
二
五
年

八
月
五
日
に
語
手
L
i1
姉
妹
は
二
髄
非
の
如
-
不
成
功
で
あ
っ
ii
O
即

ち
深
さ
に
二
助
辞
よ
り
-
搾
-
二年

八
草

叫十
五
択
LL
速
し
た
が
熔
岩

瀞
に
償
つ
tJ
7
九
二
六
年
六
月
八
日
に
放
来
さ
れ
た
｡
此
の
三
髄
非
で

軸

椎

ほ
千
九
甘
釈
放
千
九
.･;
七
十
八
帆
で
前
納
の
微
偶
が
わ
-
'
千
八
甘
十

二
沢
で
冗
柵
の
徴
低
が
あ
っ
た
｡
比
の
地
方
の

1
般
の
地
償
構
法
は
比

耽
的
に
良
-
決
光
m
れ
て
あ
る
こ

と
か
ら
見
れ
ば
地
下
の
構
法
は
断
燈

の
篤
め
,1
擾
乱
さ
れ
て
松
雄
な
も
の
に
な
っ

て
ゐ
る
の
で
あ
ら
､つ
｡
兎

も
角
此
の
地
方
で
油
井
は
米
収
し
て
も
=
の
三
油
非
は
英
陶
で
石
油
在

探
究
す
る
潜
の
参
考
と
な
る
で
や
b
･㌔

(
ネ
ー
チ
ェ
ア

7
九
二
八
年

五
月
二
十
六
日
)

0

ヴ

オ

ル
ガ

舟

運

現

況

現
今
ダ
オ
〃
か
河
の
舟
鎚
は
ゲ
オ
ル

か
蜘
督
汽
舶
の
手
に
ェ
リ
て
細
密
せ
ら
れ
､
灰
-
同
河
水
系
的
域
各
地

問
の
迩
輪
か
維
持
し
て
i
;
る
､
本
年
航
行
期
中
_こ
於
EbJ
､
石
約--1
製
品
凹

三
五
六
'
0
0
0
噸
､
木
材
二
､
四
〇
〇
'
0
0
0
噸
'
共
他
各
種
葉

物
凹
､
0
0
0
､
0
0
0
噸
旗
客
約
八
五
〇
〇
'
0
0
0
人
の
愉
迭
谷

汲
兜
し
た
が
'
原
油

､
躍
.
木
材
9
輪
造
小
払
は
既
に
捜
定
数
恵
み
綾

瀬
し
て
居
ろ
､
元
氷
水
材
の
輸
遊
ば
鎚
実
車
高
さ
た
め
利
用
さ
れ
ざ
り

し
み
以
て
今
期
よ
り
五
%
カ
繋

7
三
%
ね
低
下
せ
り
'
ニ
汐
ニ
ノ
ダ
ゴ

ロ
ド
の
埠
殉
,1
ほ
コ
ン

グ
エ
イ
･i
式
柑
取
僻
み
僻

へ
'
多
-
魚
の
袋
物

舶
に
も
横
卸
概
ね
洗

濯

し
､
玲
雌
雄
舶
み
新
設
し
て
泊
岸

7
符
の
魚
知

内
叔
鳥
卵
洗
物
等
の
異
物
巡
遊
に
新
機
軸
布
山
す
=
と
1
な
れ
り
O

放
容
旅
立
,1
つ
い
て
も
夏
糊
の
休
暇
期
間
.1
ほ
軽
重
放
審

叫
般
労
働

者
の
便
宜
私
は
か
り
安
侶
な
る
食
琳
浴
槽
｡同
番
寅
'
ラ
ヂ
オ
等

1
切
の

設
備
祖
先
-
し
た
ろ
盛
的
燃
料
舶
払
配
粧
し
た
り
t

Il
汐
ニ
ノ
ダ
ゴ
ロ

少
よ
り
ア
ス
ト
ラ
ハ
ソ
に
至
る
三
等
舶
安
値
に
大
樹
正
好
な
り
と
い
ふ

0
錫
蘭

島

の
茶

錫
蘭
島
の
繋
衆
は
金
-
既
産
.1
よ
る
｡
英
帝
図

三

〓

七

一



地

政

節
十
塔

内
に
於
て
こ
の
由

の
如
-
紐
解
的
蔵
物
の
樺
釧
牌
常
琴

C･仰
細
め
て
柿

で
あ
る
､
た
-ヾ

し
=
の
砧
は
熱
準
土
塊
で
概
ね
貧
弱
で
あ
る
が
､
気
候

･i'爾
丑
と
雑
満
の
総
が
よ
い
た
め
LL
般
紫
が
礎
透
し
た
.
こ
の
砧
の
シ

ソ
ハ
-
1
ス
放
及
ぞ
､'
ル
族
は
元
水
止
地
耕
作
額
で
'
小

肢
村
が
多
-

凱

先
侍
氷
の
土
地
に
任
し
脱
胎
的
出
典
で
自
紡
し
て
ゐ
為
｡
土
蝿
の
家

技
的
基
に
た
ち
め
ぐ
ら
す
に
段
組
み
以
て
し

コ
､
ナ
ッ
ト
'
ブ
レ
ッ
ド

フ
ル
ー
ツ
､

マ
ン
ゴ
ー
'
オ
レ
〆
ヂ
'
ア
レ
カ
､
タ
マ
リ
ン
ド
t
が
メ

グ
ラ
ン
ド
･

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
､
バ
ナ
,
称

の
邦
樹

か

つ

-
リ
ヤ
4
芋

サ
ツ
マ
乎
'
カ
タ
サ

ブ
ア
'
塾
十
､
バ
ン
グ
カ
イ
t
fqr､
ゴ
ー
メ
'

チ

a
-
呼

な
野
末

と
す
る
'
米
作
が
主
賓
飽
称
,iJ
､
栄

の
と
れ

ぬ
乾
燥
地

は
人
口
山
か
ら
稀
少
で
あ
る
｡

貿
易
品
と
し
て
ほ
茶
が
あ
る
､
英
図
に
茶
の
瞬
入
さ
れ
た
の
は
田
暦

千
六
甘
八
十
七
年
､
は
じ
め
て
米
印
庇
骨
政
が
五
千
卸
庇
私
法
-
つ
ii

に
始
ま
る
､
十
八
北
紀
の
は
じ
め
非
輸
入
粒
に
二
〇
〇
%
と
い
ふ
管
-

.(
与
賛
時
柵
で
あ

っ
た
が
沸
印
鹿
骨
靴
は
こ
れ
私

印
庇
に
試
作
す
る
こ

と
私
始
め
た
｡
千
八
百
E
I十
年
初
め

て
印
度
ア
ッ
サ
ム
か
ら
二
古
林
ね

こ
の
粘
,1
入
れ
た

7
千
八
ri
七
十
坤
捌
排
が
血
潜
み
,つ

け
た
の
で
､
こ

の
偽
は

1
押
し
て
Ti介
の
樹

に
な
る
や
う
に
な
っ
た
Q
二

九
二
六
年
の
桝

地
附
桃
川
四
四
〇
､
0
0
0
暇
で
あ
る
｡
=
の
砧
で
は
茶
は
神
地
か
ら

七
千
沢
の
高
地
ま
で

つ
-
ら
れ
る
が
'
高
庇
に
ょ
ろ
晶
低
の
苑
が
あ
る

代
地
確
は
弧
烈
に
し
て
香
窮
み
欠
-
が
薩
桝
が
多
い
O
高
地
代
品
密
葬

茄

…
般
Li
よ
い
が
蹄
卿
が
少
い
｡
三
月
-
五
月
と
十
月
-
十

叫
月
竺

7

脚
に
筏
滑
が
舵
盛
で
あ
る
｡
托
燦
が
雌

に敗
=
つ
i,
い

て
も
作
物

が
耐

目
礼

t
新
す
る
､
肥
料

の
加
減
-
湘
輔

で平
均
琵
餌
の
畔
地
か
ti
か
つ

節

川
雄

三
l二

七
二

て
ゐ
る
｡

タ
ミ

ー
ル
旗
が
労
働
に
粒
軸
し

て
ゐ
る
｡
輸
出
軸
率
約
二
倍

卦
舷
で
日

下
本

島
第
7
の
産
米
で
あ
る

.
番
鼠
が
よ
-
池
川
炎
と
し
て
一

有
利
の
性
準

位
有
す
る
の
で
放
資
さ
れ
る
J

雛
の
つ
ざ
は
錫
樹
の
従
軍
庶
輩
で
あ
る
'

肉
柾
､
カ

､
オ
､
ダ
4
パ

･つ

の
射
鞍
'
榔
子
等
す
べ
て
J･4
品
の
名
が
あ
る
｡

0

ラ

テ

ッ

ク

ス

(
護

議

乳

液

)

ラ
チ
ッ′
″
ス
が
貿
易
品
.-J
し
て

沈潜
に
上
り
た
る
は
'

叫
九
三

二
咋
英
樹

に
於
て
'
雑
談
液

私

パ
ル

プ
に
況
大
し
て
迦
紙
す
る
方
法
､
即
ラ
テ
ッ
ク
.ス
ペ
ー
パ
ー
の
猿
明
ru

れ
て
か
ら
の
こ
-J
で
あ
る
｡

7
九
二
二
鮮
以
筏
描

水
牛
偽
か
ら
の
耽
れ

ば
年
々
将
如
し

.

7
九
二
四
年
LL
は
八
〇
端
か
｡
ソ
甘
二
十
五
胡
非
､

1
九
二
六
年

に
は
二
百
苅
ガ
ロ
ヱ

ハ
首

七
十
前
弗
TI

J
上
つ
ぶ
り
恐
ら

く
液
の
常
州
は
ベ
ー
パ
ー
の
み

で
な

い
か
ら
貯
水
鎧
々
数
揺
す
る

ら
し

い
｡
E
:下
衆
納
内
が
シ
ソ
か
ポ
ー
ル
か
ら
の
金
輸
出
の
九
割
兄
Sl=判
で
あ

る
｡
之
払
超
-
る
た
め

に
誰
韻
乳
液
坤
に
三
%
乃
至
三
五
%
の
ア
<
宅

ニ
ア
溶
液
私
納
入
す
る
の
で
あ
る
が
ど
う
も
-
冒
-
て
=
よ
ろ
し
､
且

そ
の
侶
か
せ糾
い
の
で
代
用
品
]付
工
夫
す
る
が
ま
だ
出
な

い
｡
そ
こ
で
ラ

テ
ッ
ク
ス
の
水
分
h;h去

っ
て
乳
米
と
し
て
旅
迭
す
る
も
の
が
あ
る
O
ホ

ブ

キ
ノ
リ
ン
式
と
和
し
釆
囲

ゴ
ム
骨
赦
の
み
が
や
つ
f)J
ゐ
る
0
乳
舵
中

Li
に
叫示

ロ

ン
の
叫
.1
護
琴

二
封
庶
中
称
含
む
JJ
い
ふ
桝
畔
で
あ
る
､

本
邦

へ
-
祁
即
に
輸
入
さ
れ
'
三
非
'
三
琴

千
川
締
骨
等
の
手
で
取

扱
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

0

韓

国

婦

人

向

き

キ

モ

ノ

点
妃
数
年
衆
栄
樹
の
邦
肺
盤
括
株

_
式
が
脚
立
家
産
よ
り
ア
パ
-
ト
メ
ゾ

ト
倣
尉
-
hTJ
リ
'
窮
内
=Li
飾
EJW
共



仙

＼
船
に
細
川詫
-
･hTJ
れ
る
傾
あ
り
我
悦
山
‖_;
･i
従
的
の
加
-
･:AT.=枇
火
に

し
て
比
収
的
余
日
の
乙
の
･･1
リ
-
'粗
郷
低
鵬
的
==｡
旺
行
多
-
.
従
水
米

国
船
人
の
桁
i･E
諮
ネ
か
.-
1

ジ
ー
と
し
て
用
ひ
ら
れ
Ll
る
桝
硝
本
邦
キ

屯
ノ
-
'
以
前
の
如

-

･

全
身
丈
に
也
命
も
㍊
P
淋
'
祁
韓
に
銀
輪
称

に
て
怒
ど
-
花
血
北
ハ他
和

ふ
れ
た
る
刺
繍
枇
様
な
付
け
た
る
も
の
は
始

ど
跡
私
た
ち
､
鶴
で

7
時
支
那
地
峡
が
迎
へ
ら
れ
支
那
婦
人
版
が
流
行

L
た
る
む
､
や
は
り
日
本
キ
モ
ノ
な
ろ
訳
が
米
桝
村
人
の
承

知
に
部
及

L
肘
リ
て
､
耐
三
叩
荊
Li
は
桝
謂

'l
ッ.
ピ
ー
コ
r･T
卜
と
て
お
水
茄
に
流

行
L
L
1
る
ハ
ブ
ヒ
も
其
後
本
邦
;i(==光
琳
関

知
鉛

仙
窟
餅
の
約
兆
､
;i'
h.

リ
ノ
製
に
て
小

源
航
粒
十
五
､
六
兆
Li
て
州
常
刑
綴
め
り
し
も
の
ふ

'

接
に
雪

八

郷
に
下
弥
L
､
依
下

と
共
Li
E…
班
恨
T
L

t
郎
る
不

評
と

な
り
て
､
本
咋
皮
に
は
縮
嬰
も
公
-
撫
-
･琴
b
ん
と
し
っ
･̂
あ

り
｡
し

か
し
起
切
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
ト
の
担
形
物
と
し
て
以
朗
恥
水
前

に
･:.1=i
川
し

㍗
-
の
が
'

や
は

り
肝
･:8
荊
ネ
グ
-
汐
I
と
し
て
池
へ
ら
れ
､
妃
氷
は

仲

仕
の
法
微
風
で
な
-
'
朔
物
紋
朋
二
端
に
茨
仰
純
株
牡
班
'
包
抗
ii

網
の
粥
付
に
て
小
党
佃
段
十
二
抑
五
十
仙
丹
讐

二
十
弗
耽

(本
邦
仕
入

代
位
十

｢
'
二
似
乃
至
二
十
五
m
〕
S
-.
り
-ジ
ャ
パ
ン
ニ
ー
ス
ド
レ
ス

と
し
て
封
捌
か
れ
､
シ
カ
ゴ
の
材
力
.日
光
帖
に
て
ほ
本

滋

の
み
に
て

も

枇
入
高
二
端
株
に
迩
せ
り
と
柿
L
Lr
.日
下
人
々
的
に
北
川
し
な
な
し
㍍

れ
リ
'
し
か
し
和
樹
の
ふ

う
し
た
蕪

懸
り…
ほ
拙
杵
統

一
が
六
ケ
簸
､
純

々
に
し
て

粗
目M
か
..-=
人

で
t{Jの
で
､
之
か
本
邦
締
人
の
不
徳
鶴
と
し

て
斑
に
は
排
斥
や

っ
-
,=･の
恐
あ
り
i
･し

か

し
47･比
の
ハ
･L
3J
-
コ
ー

ト
よ
り
担
形
し
た
る
キ
モ
ノ
は
丈
細
の
冊
脚

l舵
の
放
浪
と
M
…
厳
し
'

各
中
期
節
純
行
S
.令
及
淑
匠
､
純
株
地
蟹
小
文
'
壮
立
寄
の
靴
に
つ
き

雑

報

併
川
路
新
の
粘
れふ
み
排
は
ん
に
は
､
か
の
俳
は
Hの
巴
純
水
山沢
が

プ
レ
ゾ
チ

ド
レ
ス
と
し
て
欺
処
せ
ら
る
1
が
如
-
'
本
邦
猫
林
の
地
少

な
占
む
る

見
込

あ

り
と
い
ふ
｡

0

セ

ル
ボ

､
ク

や
ア

I
.I

t
ス

申
ヴ

ュ

ー
ヌ
国
の
海
運
柴

ア
ド
-
ア
チ
ッ
ク
の
如
梓
の
申
ク
レ
ス
t
E

ツ
ニ
ユ
'
サ
ン
3ニ
ー

ル
'
孝

フ
ス
ト
ゲ
叶
の
諭
粍
叫
サ
ダ
ー

〝
市

(以
上
伊
領
海
の

ぞ
き
佃

上
に
散
在
す
る
研
招
桝
と
共
.1
窺
組
付
と
な
る
｡
)
蹴
躍
距
離
'71m
甘
五
十

酢
､
縦
枠
線
全
長
五
千
甘
七
十
二
粁
'
雄
甘
£
少

こ
れ
み
ダ
ル
マ
チ
γ

晦
梓
と
い
ふ
｡
抑
同
悔
件
が
伸
輔
換
散
脚
の
支
配
下
に
あ

り

L

切

は
同

問
の
鵬
;B
政
東
上
よ
り
ト
リ
ヱ
ス
ト
汲
フ
ユ
ー
メ
LL
ア
ド
-
ア
お
安
池

の
小
心
和
紀
か
ん
と
し
た
る
た
め
'
和
光
梅
鞘
は
仝
-
抑
み
ら
れ
ず
､

臼
か
ら
牧
連
の
見
る
べ
き
も
の
な
か
リ
L
が
'
盗
脚
が
=
の
地
方
私
僻

村
L
I,J
蝕
拓
に
瀬
越
節
米
私
刑
め
'
恥
港
か
設
聡
L
航
路
私
闘
-
た
め

に
炎
火
の
囲
緋
に
遭
池
せ
り
'
節

叫
に
仰
大
利
軍
の
占
餌
‥
れ
な
り
L

が

i
九
二
二
伸
同
納
即
抱
起
後

い
よ
-
～
紬
胡
施
設
各
班
施
す
る
に
至

れ
り
t
L
か
jJ
非
役
･Ii
-
短
時
間
に
榊
;:I:M
の
娠
茂
み
と
げ
､
8..g
舶
工
場

と
し
て
ほ
ス
ー
ツ
十
㌢
Li
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
グ
イ
ア
鮎
肘
枕
試
食
酷
刑
衆

し
て
ゲ
ラ
-

エ
デ
ィ
リ
ア
エ
籾
,伽･,有
し
五
千
噸
級
の
河
船
端
鑑
み
姐
近

し
う
べ
く

T
is:
八
千
棚
道
の
エ
物
能
力
め
り
､
7.TJ
に
,<
プ
リ
･h
卜
に
は

7,
〃
ジ
ャ
ン
出
舶
愈
枇
あ
り
t
J
凹
千
棚
の
舶
袈
及
修
班

琳
葉
｡
ジ
ユ
タ

的
a

舶
骨
舵
は
同
じ
-
三
甘
噸
級
･3
.下
の
水
枕拙
船
舶
の
紐
砧
､
怖

5
1に
従

ひ
･
ト
ロ
汐
〃
出
船
伊
も
同
株
木
虻
棚
む
つ
-
る
｡
其
佃
rL
.h
オ
'
サ

リ
マ
ル
タ
ノ
･

デ
ポ
口
縫
等
に
は
こ
甘
五
十
噸
級

の

木
造
舶
舶
の
雄

三

三

七
三



地

球

節
十
容

迫
修
現
,他
行
ふ
O
か
-
て

T
九
二
六
年
に
は
同
相
の
立
錐
粗
噸
故
舶
舶

食
計
三

-四
､
七

!
八
噸
に
上
り
'
外
相
航
路
に
錐
琳
す
る
-
の
茶
汽

舶
三
十
七
哉
八
溌
岬
油
虫
九
二
八
人
teJ沸
し
大
泊
梓
航
路

(
ア
ド
リ
ア

梅
よ
り
地
中
梅
､親
指

'
ア

ダ
フ
ス
エ
ズ
ii
hLhlる
[
切
の
満
船
私
包
み
)

蒸
汽
舶
八
撃

高

五
千
八
打
噸

小
泊
梓
航
路
に
錐
鮮
す
る
も
の
拓
汽
舶

八
二
二
墾
二
溝
二
千
孤
に
上
り
'
ア
ド
-
ア
梅
及
そ
の
河
川
の
巡
遊
に

給
餌
ぜ
り
沸
相
見
三

毎

四
人
そ
の
他
船
舶
組
数
四
㌧
八
二
七
盤

1
拭

棚
､
油
･出
先
､
二
三
二
逝

j'
航
噸
狛
犬
数

〓
ハ
'
七
八
三
人
に
連
せ
り

と
い
ふ
｡

0
蘭

領
東

印

度

織

鋳

掛
餌
衆
印
庇
,1
於
け
ろ
紙
繊
調
教
み
な

した
利
樹
デ
ル
フ
ト
甘川
等
工
米
梯
校
長
力
ロ
ン
代
に
よ
れ
ば
非
の
一棚
践

塵
は
約
十
五
倍
咽
で
就

中
ボ
ル
ネ
オ
姑
､
セ
レ

ベ
ス
抱
は
其
の
火
部
分

･fy
叩
赦
し
て
居
る
｡
貯
水
ア
ジ
ヤ
の

エ
栄
は
前
記

二

鳥
に
根
櫨
私
設
-

J
の
と
見
ら
れ
る
｡
又
プ
ア
)こ

4'
エ
〝
デ
ン
椛
の
翻
る
仲
に
経
れ
ば

印
度
称
に
セ
レ
ベ
ス
偽
及

ボ
ル
ネ
オ
臆

に

於
け
る
児
蚊
は
品
質
良
好
で

阿
倍
溶
錦
焼
払

僻
川
し
児
戯
JJ
小
粒

の
石
淡
と
払
供
用
し
て
抽
出
す
る

法
が
･･i
い
と
述
べ
て
ゐ
る
｡
其
の
原
銀
は
試
験
の
紳
灘
非
常
に
良
好
な

も
の
で
ス
シ
ガ
イ
･
ド
ゥ
y
産
の
如
4
Jは
凹
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
含
有

塵
が
め
り
即
死

次
節
で
は
六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
蛾
払
探
る
林
か
ら
山

氷
る
と
い
ふ
｡

之
串
良
既
の
細
銀
が
多
塵
に
産
山
す
る
同
位
に
於
て
､
石
淡
も
安
倍

で
あ
る
か
,iF
押
水
の
布
望
み
述
べ
て
ゐ
る
.
仰
カ
ロ
ン
氏
の
調
教
に
搾

れ
ば
セ
レ
ベ
ス
軌
岬
に
は
多
恩
…の
51
ツ.
ケ
ル
原
仙駅
が
雌
耕
さ
れ
て
ゐ
る
が

第
四
班

三

四

七
四

非
の
含
有
敦
は
二
乃
三
三
パ
ー
セ

ン
ト
で
工
業
約
倍
低
が
決
-
現
在
城

川
の
戦
法
行
か
な
い
｡
(蛮

湖
時
報
)

0

加
奈

陀

帝

国

公

使

館

開

設

過
般
加
奈
陀
政
府
払
渡
由
し

て
彼
我
の
閏
ri
JS
倣
糞
塊
私
行
ふ
こ
と
払
拭
試
し
て
氷
た
｡
加
奈
陀
ほ

太
平
e
:軸
距

つる
凍
隣
国
に
し
て
2
以
前
よ
り
閥
傍
流
-
故
妃
交
通
…凡

易
止
に
於
て
Li=
将
に
交
渉
脚
偶
感
と
bT･iリ
オ

ク
リ
の
総
柄
球
及
パ
ン
ク

-
バ
韓
の
餌
邸
の
み
に
て
ほ
､
非
凡
ら
]'は
い
株

に

な
っ
て
氷

た

の
で
我

組
に
放
て
も
其
の
必
'#
在
認
め
詮
に
其
の
総
説
に
同
意
し
辿
る
七
月
二

十
円
か
ら
愈
々
オ
ダ
リ
に
開
館
し
た
｡
此
と
同
時
に
撒
水
オ
タ
p
の
櫛

団
地
似
非
館
は
閉
鎖
し

た
O

凹
.1
加
奈
帖
と
T現
在
公
使
私
交
換
し
て
ゐ
る
の
は
､
米
､
日
､
僻
の

三
ケ
脚
で
あ
る
O
(寄
附
)

!

蔓

!

●･l

圭●･ll
i

質疑歴笛

開

国
印
度
諸
島
の
成
因
に
つ
い
て

山
形
叔
止
郷
戸
拭

S

虫

谷

田
印
鑑
蘭
島
み
み
る
と
､
そ
こ
に
三
つ
の
潜
し
き
鋸
曲
山
脈
が

見
出
さ
れ
る
｡
北
方
の
山
脈
は
キ
ユ
バ
籍
の
北
西
部
か
ら
ユ
カ
タ
ン
牛

Lip
(
か
け
て
沈

降
し
た
山
脈
に
よ
っ
て
辿
紳
ru
る
1
も
の
で
あ
る

O

中

央
の
赦
仙
山
脈
は
キ
エ
バ
の

S
ierr山
M

Lte
stZa
山

脈
が
代
表
す
る
､

=
り
山
脈
-
亦
英
領
ホ
ン
ヂ
Tl
ラ
ス
か
ら
沈
降

し

た
山
脈
に
よ
っ
て
跡

つ

け
ら
れ
る
O
‥
の
沈
降

山
脈
の
船
上
に
出
た

l
つ
に

G
m
n
d

C
a
･

叫
m
an
鵜
が
み

る
C
附
の
山
脈
は

J
Etm
aina
鳥
む
つ
-
ろ
も
の
で
:
れ



叉

ホ

ン
ヂ

ユ
ラ

ス

か
ら
引
き
つ
L･
い
た
沈
降
山
脈
の
海
田
に
現
ほ
れ
た

-

り
で

あ

る
｡

以

上
の
三
山
脈
は
之
私

H
…sp
an
io
ta
山
系
と
榊
し
て

ボ
ル
ト
-
TT粒
に
臨
ま
っ
て

T
つ
の
再
婚
に

な
るD
L
.)J
み
る
と
中
央

ア
メ

-
カ
と
こ
の
火
ア
ン
チ
〃
列
伍
と
は
蔵
接
に
地
相
4
,で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
｡
乾
し
中
米
-
I
,9
列
蕗
-
共
に
大
古
代
の
陸
地
の
雌
塊
で

あ
っ
て
.
=
の
太
古
の
地
租
は
現
在
よ
り
も
四
及
光
の
方
に
ず
つ
と
既

が
つ
て
ゐ
た
の
が
､
節
三
紀
に
附
捜
し
て
カ
-
ピ
ア
ノ
梅
と
な
っ
て
陸

と
粒
と
に
わ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

次
に
小
ア
ン
チ
ル
列
偽
み
み
る
と
'
こ
れ
は
ボ
ル
ト
-
TL
か
ら
ト
リ

ニ
ダ
ー
ト
迄
丁
火
沈
降
の
轡
曲
山
系
の
梅
田
に
の
こ

つ
た
も
の
で
あ
る

が
'
潜
血
に
北
方
な
り
-
リ
ー
ド
群
島
'
闘
わ
ウ
キ
ソ
ド
ア
-
ド
粁
砧

に
わ
け
る
け
れ
ど
も
地
相
か
見
る
と
肌
か
な
や
う

に
こ
の
小
ア
ン
サ
ル

列
氏
は
二
列
で
あ
る
O
灘
の

ガ

の
列
は
石
次
岩

で
､
田
の
列
は
火

山

岩

で
あ
る
'
俳
糾
ダ
ア
デ
ル
ー
プ
梅
み
見
る
-
小
火
が
-
ぴ
れ
て
ゐ
る
そ

の
線
の
東
は
石
放
射
で
凹
は
火
山
山村
で
あ
る
O
こ
の
火
山
放
列
は
徒
々

に
し
て
幣
-
べ
き
槻

敬
私
す
る
こ
と
が
め
る
｡

マ
ル
チ
ニ
ケ
梅
の
三

.

プ
レ
.
-
サ
ン
バ
ン
サ
ン
抱
の
ラ
サ
フ
り
エ
ー
ル
等
の
燐
火
が
そ
の
例

で
あ
る
｡
バ
ハ

マ
群
島
は

仝
-
田
印
鑑
隣
地
か
ら
別
に
出
水
た
珊
瑚
礁

で
あ
る
'

そ
の
数

凡
三
〇
〇
〇
､
プ
ロ
-
ダ
の
丙
の
沖
に
あ
る
随
塊
棚

地
の
上
に
朋
紙
が
泊
っ
て
鋭
い
か
ら
t
か
う
し
た
純
良
が
出
水
LI
と
考

へ
ら
れ
る
､
群
数
は
他
日
本
誌
上
に
於
て
の
.(
る
で
あ
ら
-
0
(F
)

問

栄
国
中
国
都
の
段
規
を
問
ふ

大
阪

Ⅰ

収

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

容

米
国
中
田
郡
虚
栄
地
域
中
俗
に
玉
胡
素
地
幣
と
糾
せ
ら
る
1
ほ

封
凝

池

谷

ミ
シ
か
ソ
州
の
1-r
小南
隅
オ
ハ

イ
廿
州
の
印
加T､
イ
ソ

デ
ア
ナ
故
イ
リ
ノ

イ
術
州
の
北
三
分
の

7
.
ア

イ
ナ
ダ
州
の
姶
ど
虫
部

､
･r,
グ
ー
-
河
以

北
の
"t
y
-
1
州
全
部
､
カ
ソ
サ
ス
州
の
瀬
北
泊
境
地
卑

称
ブ
ラ
ス

カ

州
の
米
南

部
､
ミ
ネ
ソ
タ
州
の

田
柄
郡
谷
占
む
る

7
畔
の
地
域
､
即
ち

オ
ハ
イ
オ
州
の
中
部
よ
り
以
西
カ
ン
サ
ス
､
ネ
ブ
ラ
ス
カ
神
州
の
中
部

に

売

る
長
さ
九
甘
哩
隔
甘
五
十
哩
乃

至
三

宵
雌
に
及
ぶ
組
弼
輯

7
億
五

千
視
英
町
に
克
る
地
域
か
指
し
､
同
地
方
は
乾
燥
州

(
ド
ラ
イ
フ
ァ
ー

i
)
と
し
て
猫
の
如
-
特
に
玉
萄
黍
の
耕
作
に
誼
す
る
.

叫
九
二
三
咋
二
七
年
の
五
年
間
の
収
雌
平
均
は
二
十
七

億
五
千
筋
ア

サ
シ
ェ
ル
に
止
り
'
其
排
地
河
鋳
金
米
桝
地
の
八
分

7
に
解
り
､
遇
に

綿
花
及
小
歩
の
其
各
政
党
し
､
苑
収
雌
は
栄
樹
鹿
産
物
の
産
朝
9
1二
分

二
'
金

舵
鼎
立
判
黍
政
柄
の
五
分
の
二
に
超
し
た
｡
但
し
試
射
黍
地
方

だ
か
ら
と
い
っ
て
'
式
別
添
の
み
な
つ
-
つ
て
は
ゐ
な
い
｡
我
歩
､
小

歩
株
な
主
と
L
牧
寓
も
盛
ん
で
米
樹
並
豚
の
三
分
二
､
牛
の
四
分
の

7

み
占
め
､
家
曲
赦
及
卵
の
耗
出
の
五
分
の
二
に
岱
る
と
謂
ふ
､
叔
妃
五

年
間
の
産
科
私
寧
祁

す
る
｡

7
九
二
三

豚

囲
'宍
0

乳

牛

九
'軍
三

北
ハ他
の
年

表
'六
究

式
前
垂

1'0
忘
'
蒜
河

瀬

参

入
元
'三
九

小

参

三
豊
'九窯

7
九
二
hrl

毒
､印篭

九

'毛六

111.I.k'=(

二
､
0望
'l.(1セ

1､
00四
p
塁
八

天
九
-三四四

七
五

ヽ
ごこ-ヒ IL<

害 考 登 ミ Jh,尋 空

蛋__貴 重 毒 蓋 等 宗

7
九
二
七

責
ー翌
迫

れ
､空
地

1
7'一読
O

lr売
れ
tO
a(

空
三
､八E
O三

六八
'八
蒜



地

紋

第
四
批

他

へ尽
倣
千
抑
)

へ
事
前
黍
J
軸
歩
､
小
鯵
は
ブ
･-h
･シ
エ

Jr

)

枚
洲
火
職
常
時
の
好
況
時
代
著
L
-
土
地
の
投
機
熱
私
刑
親
し

'

拭

;::I.
及
蝕
行
放
出
相
加
L
､
地
倍
高

騰
L
T
九

7
九
年
に
は
北
ハ絶

頂
に
接

せ
る
が
､

1
九
二
〇
年

E
九
二
l
年
'i
掛
け
反
動
的
不
食
餌
に
伸
び
温

浴
底
位
,a.し
め
ぜ
リ
､

7
九
二
四
年
以
筏

叫
般
産
誰
は
夫
々
恢
役

の紙

に
つ
+
JL
も
耕
地
の
拙
僧
は

j
九
二
七
･<S
･の
林
道
引
つ
ZJ
dt,下
椿
,3
仰

向
ね
保
ち
L
が
､
=
の
裁
許
と
粕
伐
っ
て
壁
戊
物
神
仰
の
佃
終
わ
り
て

鹿
柴
に
火
打
蝉
hAz加

へ
L
か
ど
､
職
筏
移
民
の
制
限
Li
伸
ひ
､
虚
栄
は

榊
椛
の
佼
川
'1
よ
り
之
払
祁
ひ
印
す
改
良
家
畜
の
故
事
等
の
方
法
に
ぺ

偲
夫

L
人
懲
り
の
虫
虎
魚
か
卿
加
す
る
こ
と
1
な
れ
り
O

鼠
臥
黍
に
主
と
し
て
家
誇
例
料
に
供
給
さ
せ
ら
る
1
も
の
な
れ
ば
妃

節
十
懸

芝

山ハ

七
六

年
自
動
串
の
幾
桂
に
伸
Jo
.
岱
Ti
Jの
併
用
も
減
少
し
た
る
た
め
に
臼
か

ら
そ
の
縮
梨
1%
城
i
二

九
二
七
年
度
'1
Th.到
黍
地
坪
の
糾
軸
千
五
首
鵜

カ
hrii
二
千
鵡
英
町
は
他
称
の
新
作
に
何
け
ら
る
･̂
に
ま
れ
り
'
之
れ
と

阿
棚
に
印
山
喜
こ
と
は
元
衆
王
制
黍
の
主
鮮
産
出

相
と
し
て
は
ア
ル
セ

ン
チ
y
､
ダ
ニ
Tl
-
ブ
謝
蜘
'
緑
樹
､
米
桝
な
る
が
就
中
欣
洲
ダ
ニ
.ユ
ー

ブ

地

力
に
放
け
る
沓
雁
柴
は
謀
判
黍
yef以
て
そ
の
食
糊
と
せ
る
が
'
栄

樹
移
民
制
限
の
た
め
､
脚
内
に

留
ま
ら
ざ
る
各
村
ざ
る
に
至
り
L
グ
ニ

ュ
ー
プ
､
狗
迫
､
丁
稚
等
の
一腰
蛇
は
･E
か
ら
饗
豚
米
に
向
ひ
そ
の
紬
鵜

妃

衆
射
し
4
J故
戯
払
し
め
L
､
今
日
に
て
ほ
堆
樹
の
豚
肉
に
射
す
る
有

力
な
る
山肌
研
帥
と
な
り
tJ
出
現
す
る
に
至
れ
る
こ
と
也
｡
(
∫
)

､地

球

鞠

寮

の

某

(
十
四
)

□
譲
り
受
け
た
L

E池
野
嘩
難
詰
､
節
二
十
八
番
節
三
百
三
十
二
班

-
節
三
好
三
十
九
班

箪
二
十
九
か
､
妨
三
十
容
､
節

三十
[
塔

.

叫
高
知
脚
僻
地
邪
訟
蛸
沓

(
小
川
博
士
)

[
胡
代
之
科
聖

第
六
沓
嬰

二
駄

(
火
正
七
年
)
節
八
傘
節
三
就

(
大

.正
九
･q
･
)

叫
州
封
雛
糾
､
妨
十
九
怨

(
桝
怜
三
十
九
坤
妨

丁
戟
)

口
頭
り
受
け
た
し

1
綬
兜
沼
紗
那
衣
食
離
JhH
､
八
十
五
触

(
火
JE
七
年
)

2
蛾
封
訓
遮
仰
二
十
胡
分
ノ
T
地
質
評
糊
中
濃
記
の
も
の

･
州
抱
､
満
州
'
火
分
､

茄

希
兜潜

弼

岡

帖
八
肺
市
中
央
綴
八
幡
南
辞
女
学
校

加

水

利

治

右
希
党
新

お
前
周
工
私
撰
校

緋

修

正

E
R


